
① お寺と三島の歴史をやさしく学ぶ    第 1火曜日 13：３0～15：00開催
三島市内・外のお寺を対象に、お寺の歴史を学び、お寺の興味深い歴史を知ろう

② 生け花を楽しむ             第 1金曜日 13：00～15：00開催※
玄関やお部屋に季節の生け花を置いて楽しみましょう！

③ テーブルで楽しむお抹茶講座       第 2木曜日 13：00～15：00開催※
テーブルで気軽にお抹茶をたて、心穏やかな時間を楽しみましょう！

④ スケッチから始める水彩画        第 2金曜日 10：00～12：00開催※
スケッチから始め着彩へ。基礎から楽しく学びましょう！

⑤ 生け花を学ぶ              第 4月曜日 13：00～15：00開催※
【特別講座】日本の文化を生ける  ★教室・花材費等別途お問い合わせ下さい

⑥ 三島の案内～さくらウォーキング～    第 4火曜日 10：00～12：00開催
三島の名所や史跡をウォーキングしながら巡ります

⑦ いっしょに学ぼう！元気体操       第 4水曜日 13：00～15：00開催
気楽に楽しく体を動かして元気に過ごしましょう！

みなさんといっしょに気楽に学ぶ講座です!!

★受講料：どの講座も２００円/回 但し、※印の講座は、別途材料費がかかります。★受講料：どの講座も２００円/回 但し、※印の講座は、別途材料費がかかります。

★持ち物等詳細は、事務局までお問い合わせください。

※必ずマスクの着用をお願いします。

後 援 三島市 ／ 三島市教育委員会 ／ 三島商工会議所 ／三島市観光協会 ／ＦＭボイス・キュー
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mail： mishimanotera@poppy.ocn.ne.jp
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●お申し込み： 事前に事務局まで電話またはメールにてお申し込みください。

お寺めぐりについて

●参加費（各コース）： 会員 ８００円/一般 １０００円 ※資料代・保険料を含みます。交通費各自負担

         

     ※行事保険につきましては、予定されたコース以外の場所での事故等は、保険の対象となりません

のでご注意ください。熱中症は保障外です。

●参加費（各コース）： 会員 円/一般 ００円 ※資料代・保険料を含みます。交通費各自負担

●その他： ※都合でキャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。

〒411-0853三島市大社町７-６５

ＴＥＬ : ０９０－８１３２－８３９４

       ※各回、集合場所と時間が違いますので、十分にご確認ください。尚、日時・集合場所等変更になる

場合があります。

※都合でキャンセルされる場合は、

※小雨決行。歩きやすい服装でご参加ください。

令和８年みしまのお寺めぐりカレンダー好評発売中！

令和８年（２０２６年）みしまのお寺めぐりカレンダーは、ポップな仕上がり

になりました。毎日の生活で「お寺」を身近に感じていただけることと思い

ます。

仕様 : 壁掛け式 297ｍｍ×420（210）ｍｍ

Ａ３サイズ（Ａ４/28 ページ）の月めくり

カレンダーです。       

価格 ： １０００円(会員価格 ８００円)

発行・お問合せ ： みしまのお寺めぐりの会

       

： みしまのお寺めぐりの会

090-8132-8394
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みしまのお寺めぐりの会

静岡県認定　『ふじのくに文化財保存・活用推進団体』

法蔵寺
日蓮宗
富士市中野

お寺探訪

今回は、富士市中野にあります法蔵寺をご紹介します。当初は法蔵院という真言宗の寺でしたが、
長禄２年 (1458）に日蓮宗に改宗し、現在に至ります。山号の『妙富山』は、「富岳を妙法に従わ
せん」との願いから名づけられたとのことです。その後、文明２年 (1470) から１７年間無住の時
代が続きましたが、長享元年 (1487) に再興されました。しかし、同年８月に全焼、さらに天正 3
年 (1575) には武田信玄によって焼かれ、その後も天保 6年と天保 11年の併せて 4回もの火災に
遭いましたが、その都度、時の檀信徒の協力により再建され、天保 13年 (1842）に建立された御
堂は、平成 14年の本堂新築に至るまで法蔵寺の景観を保ちました。また、山
上の高台から見ることのできる美しい富士の景観は、葛飾北斎の浮世絵「富岳
三十六景」の一つ「駿州片倉茶園ノ不二」の描写地であると伝わっています。


